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ご挨拶

「 新しい動き 」

NPO法人
スペシャルオリンピックス日本・岩手

理事長 平野 ユキ子

SON有森裕子 理事長チャリティー講演会

（記事は４ページに掲載）

2017SON・地区大会・記録会
（記事は２～３ページに掲載）

スペシャルオリンピックス（SO）は、知的障害のある人たちに様々なスポーツトレーニングとその成果
の発表の場である競技会を、年間を通じ提供している国際的なスポーツ組織です。活動を通して彼らの自
立と社会参加を促進し、生活の質を豊かにすることを目的に活動しています。また、SOではこれらのス
ポーツ活動に参加する知的障害のある人たちを"アスリート"と呼んでいます。

2017ボッチャ交流会
（記事は５ページに掲載）

ためにこれからも会員を増やすことを目指します。
また、今年は北上にブランチを作る動きを始めたのですが、その

ゕプローチの甲斐があって、日常プログラムに北上のゕスリートが
増え、そして地区大会にも北上からの参加者がありました。来年は
もう少し参加者が増えるよう繋がりを密にしていきたいと思います。
ボッチャ交流会は、今年から新たに仁王小学校の体育館で行いま

したが、とても楽しい交流会となり大変好評を博しました。これか
ら毎年仁王小学校の体育館をお借りできる事になったので、来年は
もっと発展させて良い地域交流ともなるように頑張りましょう。
スポーツプログラム以外にも新しい動きがありました。中でも有

森裕子理事長の講演会を実施できた事は良いトピックでした。その
際にマスコミや県庁の当該部署にお声がけをした所、多くの来賓が
いらして下さったことは嬉しい出来事でした。これまでもお声をか
けていた保健福祉部と教育委員会のほか、今年から新しく出来た文
化スポーツ部へも働きかけたところ、其々の部署から来賓としてお
いで戴く事が出来ました。その流れで地区大会の水泳競技会とボウ
リング競技会、そしてボッチャ交流会にも各部署から来賓があり、
大会に弾みがつきました。これまでの地道な働きかけが実って認知
度が上がったと実感出来ました。
更に今年はJAFAさんやトヨタレンタリース岩手さんなどからお

声がかかり、その講演会に参加して、SON の活動を地元に紹介す
る機会が得られた事も発展的トピックでした。これまで、機会をと
らえてはSOについて講演や紹介などをして来たのですが、それが
実って来たなと感じています。SOの認知度が少しずつ上がってい
ると感じられるのはとても嬉しいものです。
この様に、良い意味で今年はフレッシュな風が発展的に吹いた年

となりました。
これからは更に肝心の『スポーツプログラムの充実』を図りたい

と思っています。ゕスリートが増えた事でコーチも増やさなければ
なりませんし、また岩手ならではの冬のスポーツも充実させなけれ
ばと思います。
そして来年は夏季ナショナルゲームが名古屋で開催されます。四

年に一度、翌年の国際大会の代表選手選考を兼ねて行われる大きな
大会です。岩手からの参加選手もエントリーされています。来年は
もっとみんなで「SON・岩手」の発展を願って共に励んで参りま
しょう。

早いもので2017年も、あと少しです。
今年は、よい意味でフレッシュな風が吹い
た一年でした。
今年は かねてから念願の新入会員募集を

行いました。そして １１ 人のゕスリート
の入会がありました。これからは新しい会
員の方々と共により良いSON・岩手を目指
して参りましょう。SON・岩手の活性化の



2017年スペシャルオリンピックス日本・岩手 地区大会・記録会

地区大会開会式・水泳競技会（実施日１０月８日）

ボウリング競技会（実施日１０月２２日）

10月8日、盛岡市総合プールを会場に第3回岩手地区大会、開会式終了後、
水泳競技会をゕスリート27名の参加で開催されました。
昨年は、岩手国体の開催があり水泳競技会ができず、一昨年ぶりの大会

となりました。ゕスリートの中には初めての参加者もいて、不安そうな表
情も見られましたが、皆さんが日頃の練習以上の力を発揮し、一生懸命泳
ぐ姿が印象的でした。表彰式ではメダルを首に掛けてもらうと、とても嬉
しそうでした。
運営に関しても３回目となり、水泳連盟さん、水協さん、体育協会さん

のご協力を頂き、以前に比べスムーズに運営することが出来るようになり
ました。
ボランテゖゕの皆さん、コーチ、フゔミリーの協力により成功のうちに

終わることができました。この場をお借りし、競技会に関わって下さった
皆様には心より感謝申し上げます。今後ともご協力よろしくお願いいたし
ます。

阿部 眞喜子 ヘッドコーチ

2017年度ボウリング競技会が10月22日に中野一丁目の盛岡スターレー
ンで行われました。
ボウリングプログラムの活動をしているゕスリート男女5人が出場した

ほか、今回は北上地区から菊地弘さんが特別参加。３ゲームの合計得点で
順位を競いました。学生ボランテゖゕ７人がストラクやスペゕが出るた
びにゕスリートにハタッチで元気よく声援を送り、笑顔溢れる会場は大
いに盛り上がりました。

小野寺 弘純 ヘッドコーチ



ゴルフ プログラムと記録会（実施日9月９日）

ゴルフをご紹介します。ゴルフは楽しいスポーツです。小さい子からお年寄りまで、男女の別なく幅広く競
技が楽しめます・・・。とよく言われますが、そうは簡単ではありません。最初は地面に置いたボールに、細
い棒状の「クラブ」の先端部「ヘッド」で打とうと思ってもなかなか当たってくれません。これは誰でも同じ
です。告白すると３０年前の自分も一緒。ところが練習を積み当り出すとその魅力にはまって行きます。
ＳОＮ・岩手では３年前から取り組んでいます。現在ゕスリート４名です。活動はゕゕンクラブでボール

をうまく捉え遠くに運ぶことを体感してもらうことに主眼を置いています。
３年目の終了時に、ＳО公式種目に定められた個人競技レベル11 f ゕゕンショット(※1)での記録を試み

にとってみました。これは巾３５ｍのエリゕで５回打ち、打席から当たれば１点、３０ｍを越えて60ｍまでを
２点、同様に60ｍから90ｍまでを３点、90ｍ越えを４点と数え得点を競うものです。結果は４点から最高６
点でまだまだ伸び代が充分あり、今後は記録会を催し、それを目標に技量向上をはかって行きたいと思います。
ゕスリートの皆さん参加してみませんか。 ～楽しいですよ～

バスケットボールプログラムは月2回、大船渡市 福祉の里センターを会場に行い、8回のプログラムの後、
記録会(計測)を実施。簡素ではありますが記録証も渡しています。前回の記録と比べてはゕスリート同士で声
を掛け合い、笑い声も聞こえ、微笑ましい光景です。

バスケットボール 記録会（実施日5月２８日、１２月１０日） 菊池 昇 ヘッドコーチ

高橋 精一 ヘッドコーチ

就労先でもＳＯの話をしているそう
で、利用者のみなさんからの応援もあ
ると聞いています。今後もゆっくりで
良い、継続してゕスリートとの時間を
楽しんでいきたいと願っています。
岩手のゕスリート万歳！

陸上競技 記録会（実施日１０月２１日） 阿部 均 ヘッドコーチ

「2017年度 陸上競技プログラムを振返って」
今年度の陸上競技プログラムは、ふれあいランド陸上競技場を中

心に、5月21日から10月21日の記録会(記録証配布)まで延べ9回活
動したところです。始まりは7名のゕスリートで、7月上旬からは
13名のゕスリートと、顔と名前が一致するまで、少々時間を要し
ましたが、嬉しい悲鳴というか激動の年となりました。
プログラムでは、最初にゕスリートの『走・跳・投』を記録し、

これを基にどう記録が変化したかを可視化し(記録表を作成し、ゕ
スリートに配布)、自分自身の記録向上への挑戦を目指すことを常
に心掛け指導してきたところです。
活動に際しては、フゔミリーの皆さんの協力のもと、共に汗を掻

き、ゕスリートの笑顔で癒され感謝、感謝です。
皆様、一度体験して見て下さい。
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チャリティー講演会

「スペシャルオリンピックスと私」
SON理事長 有森裕子講演会

SON・岩手チャリテゖー講演会「スペシャルオリン
ピックスと私」SON理事長 有森裕子講演会が 2017年
8月9日(水)13：30～ おでってホール(プラザおでって
３F)で開催されました。
当日の参加者は約230名で、ご来賓として岩手県庁や

盛岡広域の市町村から6名ご来場いただきました。

【１部 講演会】
「私は先天性股関節脱臼で運動を十

分にできる体ではありませんでした。
でも、母をはじめ多くの人々の励まし
を受けてマラソンランナーになること
ができました。周囲の支えやチャンス
があれば、人は何にでも挑戦して変化
を起こすことができます。誰もが当た
り前に共生できる社会をつくっていき
ましょう。」
有森裕子理事長の飾らないお人柄と魅
力溢れる講演でした。

【２部 有森裕子理事長との交流会】
会場から有森理事長への質問を募りました。ゕス

リートの住吉谷穂佳さんが「毎日できるストレッチ
を教えて下さい」、小山田叡さんが 「マラソンで
苦しい時に何を考えますか」菊池皓瑛さんが「どん
な食事をとると良いですか」と手を挙げて質問をし
ました。有森理事長は笑顔で丁寧に質問に答えて壇
上と会場の交流が深まりました。
さらに有森理事長と入場者の間でじゃんけん大会

が繰り広げられ、勝ちの残った10名が有森理事長
のサン入りTシャツを手にしました。

参加者の皆さんからの感想：
〇スペシャルオリンピックスのことを初めて知りました。スペシャルオリンピッ
クスの意義や活動内容を理解出来て良かったです。

〇機会(チャンス)を与える事の重要性を伝えて下さりありがとうございました。
〇司会や講演会の運営に沢山のゕスリートが関わり、立派に努めていたことに
感動しました。

〇ゕスリートの潜在能力をもっともっと引き出せるように、沢山の機会や経験が
必要なことがわかりました。

〇文化・スポーツからみて、とても素晴らし活動だと思います。これからの発展
を期待します。今後の活動に対して協力し、そして応援いたします。

司会の菅野一馬さんの感想：
講演会の司会を担当しました。

みんなの前で緊張しましたが、上
手く対応できました。無事に終
わって良かったです。
自己紹介では、「水泳、ボウリ

ングに参加しています。昨年は希
望郷いわて大会のボウリングに出
場して、少年の部で金メダルを取
りました。」と話しました。
有森裕子さんの話を聞いて、マ

ラソンをしていて、体力が必要だ
と思いました。食事をいっぱい食
べることが大事でした。
交流会はジャンケンをして、会場
全体が盛り上がって面白かったで
す。

岩手県合唱連盟名誉
会長の太田代政男さん
の指揮で、全員で合唱
をしました。参加した
多くのゕスリートたち
も登壇し「世界に一つ
だけの花」「；Ｅ-ＬＩ
ＥＶＥ」を声高らかに
歌い、みんなが心ひと
つとなりました。

アスリートの阿部廉さんが
有森理事長をエスコート

田口絢子副理事長とアスリー
トの佐々木陽右さん、菅野一馬
さんが進行役を務めました。

アスリートの岡田響さんが
花束贈呈

じゃんけん大会の様子



講師：根津 良伸さん

スペシャルオリンピックス日本・岩手では、ユニス・ケネディ・シュライバーデー(*)に障がいのある人とない人が一緒にスポーツを
通じて交流するイベントを企画しています。今年度は１０月２８日（土）午前10時より、仁王小学校体育館でボッチャ交流会を行い
ました。

岩手大学の学生さんをはじめボランティアの皆さん、仁王小学校の児童、岩手県教育委員会からのご来賓、そしてアスリート、
ファミリー、運営委員、総勢４０名が参加しました。 アスリートとボランティアの皆さんは、ボッチャのゲーム以外にも、進行役やそ
れぞれ役割をもって活動に参加しました。ふれあいランドの佐々木秀治さんの指導のもとで全員が真剣にプレーして、お互いに
健闘を讃え合いながら笑顔が会場いっぱいに広がりました。

ユニス・ケネディ・シュライバーデーイベント企画

2017年度 SON・岩手 ボッチャ交流会

「ボッチャ交流会に参加して」
１０月２８日、ボッチャ交流会が

ありました。
私は、開始式の司会をしました。

母と練習した様に、パートナーの岩
大生の谷口輪さんと司会を進めるこ
とができました。
ボッチャのゲームの時は、谷口さ

んが、的玉を狙って高く投げるとい
いと教えてくれました。おかげで、
私の投じた球が試合を決めるポン
トになって嬉しかったです。結果は
３位でしたが、最後まで楽しむ事が
できました。来年もまたボッチャ交
流会に参加したいです。
＜ゕスリート 小山田 叡＞

10月２８日(土)仁王小学校体育館で
SON・岩手ボッチャ交流会がありました。
最初にふれあいランド岩手のスポーツ担当の
佐々木秀治さんから説明を聞きました。その
後、チームごとに対戦しました。ボールが強
すぎて止まらなかったり少し失敗したところ
もあったけど、みんなで楽しくボッチャがや
れて良かったです。結果は、第１グループで
私達のAチームが１位でした。とても嬉し
かったです。
閉会式で大学生の郁美さんと一緒に司会を

しました。少し緊張したけど上手に言えてよ
かったです。表彰式でメダルをもらいました。
コカ・コーラのキーホルダーももらえて嬉し
かったです。来年もまた皆と一緒にボッチャ
がしたいと思います。

＜ゕスリート 菊池 茜＞

アスリート宣言： 佐々木 威彰
休石 周平

バスケットボール コーチクリニック

ふれあいランド岩手の
佐々木 秀治さん

楽しかったです。
来年も参加したいです

８月２７日(日)ふれあいランドいわてを会場に、バ
スケットボールコーチクリニックとゼネラルオリエン
テーション＆ゕスリート理解が行われました。
バスケットボールコーチクリニックとゕスリート理

解をSON・北海道の大山祐太ローカルトレーナー、ゼ
ネラルオリエンテーションをSON・山形の根津良伸
ローカルトレーナーに講師としてお迎えしました。会
場を借りる都合で、時間の限定される短めの日程と
なってしまいましたが、障がいの理解、実際のプログ
ラムに生かせる内容のたくさん盛り込まれた、とても
充実したコーチクリニックでした。

講師：大山 祐太さん

* ユニス・ケネディ・シュライバーデー とは
スペシャルオリンピックスの創始者ユニス・ケネディ・シュライバー（没２００９年８月１１日）の功績を記念して、
スペシャルオリンピックス国際本部では「Play Unified to Live Unified (共にスポーツし、共に生きる)」をテーマに、
障害のある人とない人が共同で行う活動を展開している。



2017年北海道・東北ブロック会議及び
「認定コーチ研修会」

SON・岩手 啓発活動

ボウリングプログラムクリニック
（参観・研修）

８月５日(土)愛知県名古屋市の名古屋学院大学でナショナルミー
テゖング2017ゕスリートストーリー全国発表会が開催されました。
全国のゕスリート13人が出場し、SON・岩手からは住吉谷穂佳さ
んが発表しました。
住吉谷さんは最初に登壇し、水泳やゴルフなどのプログラムで頑

張っていること、SON・岩手の仲間と楽しく交流していることな
どを明るく発表し「みんなで一緒に前へ進もう」と呼びかけました。
ユースゕクテゖベーション(ユニフゔドの取り組み)活動やフゔ

ミリーレポートの発表、懇親会などもあり、全国から集まった人々
との和やかな交流が生まれました。沢山の経験ができるよい機会と
なりました。これからも岩手のゕスリートが次々と参加してほしい
と思います。

ナショナルミーティング2017
アスリートストーリー全国発表会（in愛知）

★SO支援仕様（ﾃﾞｻﾞｲﾝ）の自販機第1号が盛岡白
百合学園に設置されました！
なお、「SON・岩手」応援自販機の契約は、岩舘電

気、高光建設、トヨタレンタリース岩手と契約済みで
す。今後も増やしていく予定です。
皆様の御協力をお願い致します。

★5月16日（火）平野理事長が保険外交員の集い
「ＪAＦA報告会」に出席しました。（ﾌﾟﾗｻﾞおでって）
約70人の参加者にｽﾍﾟｼｬﾙｵﾘﾝﾋﾟｯｸｽ
の活動内容を紹介し、賛助会員
募集に理解を呼び掛けました。
呼び掛けに応じて新たな
賛助会員が生まれています。

★6月13日（火）平野理事長がいわて生協通常総
代会に出席しました。（ｱｲｰﾅ・7階ﾎｰﾙ）
ＳＯＮ・岩手への支援への感謝を述べました。

★7月19日（水）ﾄﾖﾀﾚﾝﾀﾘｰｽ岩手「福祉事業支援ｾﾐ
ﾅｰ」に参加しました。（盛岡ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾎﾃﾙ）

ｽﾍﾟｼｬﾙｵﾘﾝﾋﾟｯｸｽの活動について参加者に説明
し、広く理解を求めました。

★9月24日（日）ｲｰﾊﾄｰﾌﾞとっておきの音楽祭のﾌｨ
ﾅｰﾚに、SON・岩手の田口副理事長とｱｽﾘｰﾄ・ﾌｧﾐ
ﾘｰが参加しました。（もりおか歴史文化館前広場）

〇下半期事務局長・スポーツプログラム委員長会議

2017年北海道・東北ブロッ
ク「下半期事務局長・スポー
ツプログラム委員長会議」が
９月２日に盛岡駅前北通のゕ
ーナの研修室で15人が参加
して行われました。

この会議は、同ブロック内で毎年地区の持ち回りで行っているも
ので、今年度は岩手が幹事地区となりました。会議では「2018年度
活動計画の方針」「地区組織自己評価基準の改正」「情報交換」を
議題に活発な意見交換が行われ、とても有意義なものとなりました。
会議終了後は、会場を盛岡駅前の居酒屋に移し懇親会を開き、親

交を深めました。

翌日の９月３日に中野一丁
目の盛岡スターレーンで岩手
の10人を含む25人が参加し
同ブロック認定コーチ研修会
が行われました。
研修会ではボウリングの

「プログラムクリニック」と
「ユニフゔドスポーツ」の
２つの科目を行いました。
「プログラムクリニック」で
は宮下和彦トレーナーを講師
にボウリングプログラム参観
と講義、「ユニフゔドス
ポーツ」では園部さやかト
レーナーを講師に講義を実施。
参加した皆さんは今後の活動
に役立てようと熱心に学んで
いました。

〇認定コーチ研修会

啓発活動のお陰でSON・岩手の活動が広がっています。

講師：宮下 和彦 さん、 園部 さやか さん

ユニフゔドスポーツについて

白百合学園に9月6日

御礼の訪問をしました。



事務局・各委員会より

今年度は、８月にバスケットボールコーチクリニッ
クとGO・A、９月に認定コーチ研修会、１０月には
SON・岩手地区大会の開催と、開催行事の盛り沢山の
SP委員会の活動でした。２年ぶりに開催した地区大
会は、水泳競技会とボウリング競技会の２競技で行わ
れ、３０名を超える多くのゕスリートが日頃のプログ
ラムでの練習の成果を発揮して活躍する姿が見られま
した。次年度も地区大会とコーチクリニックの開催を
予定していますので、多くのゕスリート、ボランテゖ
ゕの参加をお願いします。

＜ＳＰ委員長 岩渕 昌文＞

スポーツプログラム委員会から

ファミリー委員会から

今年度もコーチ・ボランテゖゕ・フゔミリーの方々
のお陰で、プログラムや色々な活動を無事に終える事
ができました。
今年は新しいゕスリート・フゔミリーの方々の加入

があり、また新しい多くの繋がりができました。来年
の活動も楽しみです。

12月には皆さんへの感謝をあらわすサンキューパー
テゖーが盛岡ブランチであり、フゔミリー委員一同楽
しいパーテゖーになるように頑張って準備しています。
これからもフゔミリーとしてゕスリートの自立を見

守り応援していきたいと思います。どうぞよろしくお
願いします。

＜ﾌｧﾐﾘｰ委員長 佐々木 さやか＞

広報委員会から

今年も記録会、ベント、日常のプログラム、そし
て２年ぶりに地区大会がおこなわれました。広報委員
会で取材しきれないところは、応援フゔミリーや運営
スタッフの皆様に写真撮影のご協力を頂きました。本
当にありがとうございました。ゕスリートの輝いてい
る瞬間を切り取った写真がたくさんあります。どれも
広報スマルに使いたいのですが、ごく一部の掲載に
なっています。写真データは事務局に保管されていま
す。貸し出せますのでどうぞご覧下さい。
＊広報委員会では、広報活動に伴うお便りや広報誌の
発送作業をお手伝いしていただける方を募集していま
す。 ＜広報委員長 住吉谷 文子＞

ボランティア委員会から

今年は10月に水泳競技会、ボウリング競技会、
ボッチャ交流会と3つの行事が重なり大変ハードな月
となり、各行事に係っていただいたボランテゖゕの皆
様には深く感謝申し上げます。10月に集中したため、
毎年多数のボランテゖゕをお願いしている専門学校さ
んの行事と重なり、ボランテゖゕの学生さんの確保が
難しい今年ではありましたが、皆さんのご協力で何と
か対応できたことに安堵しております。来年にむけて
競技会当日のボランテゖゕ、

会員の皆様に、いずれかの委員会に所属していただきたい
と願っています。ご協力お願いいたします！

医療安全対策委員会から

財務委員会から
財務委員会の主な仕事は、ゕスリートが十分に活動

できるように財政面で支援することと考えております。
そのため、次の三つの事業を行ってきました。
1. 多くの人々にスペシャルオリンピックスについて
の理解を深めてもらい、賛助会員を増やしていく。
2. ベントを企画し、理解を深めるとともに活動資
金を得る（今年度はＳＯＮ理事長 有森裕子後援会）
3. コカ・コーラボトリング社の支援として、自販機
の設置による売上金の一部を寄付してもらう。
（5月～10月 35,591円）
2018年度は、特に賛助会員の増加を目指して活動を
展開していきたいと考えています。

今年度も各プログラムのコーチはじめ、ヘッドコー
チ、フゔミリーの皆様のお陰で安全に楽しく活動で
きていることに感謝しております。そして改めまし
てフゔミリーの皆様へお願いがあります。それぞれ
のプログラムの活動会場に集合した際には、ゕス
リートのその日の健康状態やいつもと様子が違うと
き、コーチやヘッドコーチに伝えて下さい。(例えば、
文化祭等の行事や帰省で疲れているとか、今日は寝
不足のようだとか・・・etc)
我が子以外のゕスリートについても様子や顔色が

心配だと気付いた時は、遠慮なく話していただける
と助かります。活動中に配慮でき、様子の変化にも
スムーズに対応できると思いますので、これからも
ご協力よろしくお願い致します。

＜医療安全対策副委員長 小山田あや子＞

【斎藤 収さん】
今年の夏からボランテゖゕとして、

斎藤収さんが大会やベントで写真
撮影をしてくださっています。
事務所には、斎藤さんが撮った水

泳競技会集合写真を大きく引き伸ば
して飾ってあります。(印刷も斎藤

さんがしてくださいました）

＜財務委員長 舘澤 徳平＞

＊ベント等で、SON・岩手
のTシャツ・ポロシャツを頒布
しています。

普段のゕスリートのコー
チのボランテゖゕを募集
しております。お近くの
方で興味のある方がい
らっしゃいましたら、お
声かけ宜しくお願い致し
ます。

＜ボランティア委員長
吉田 光男＞

＊今年、ボランテゖゕ・
コーチ募集のチラシが出来
ました。皆様お声かけ等に
ご活用ください。



＊ニュースレターの印刷は富士ゼロックス岩手(株)
のご協力を頂きました。

皆様との出会いに心から感謝いたします。心温まるご
支援、ご協賛を賜りました団体及び個人の皆様には
厚く御礼申し上げます。
これからも何卒よろしくお願いいたします。

２０１８年冬季プログラムの予定

アルペンスキー・スノーボード・スノーシューイン
グのプログラム実施を予定しています。

実施日程・・２０１８年１月～２月の土・日・祝日の
いずれかに実施予定（参加希望者に後日連絡）
時 間・・１０：００～１５：００（集合９：３０）
会 場・・下倉スキー場、他
費 用・・リフト代（リフト使用時）
服 装・・ウエア、用具

（スノーシューは貸し出し可能)

＊詳細は事務局にお問い合わせください。

＊問い合わせ先＊
〒０２０－０８８ 岩手県盛岡市紺屋町４－２４

Tel/Fax  :  ０１９－６１３－５２７７
E-mail    :  son_iwate@son.or.jp

月曜日と金曜日 １０：００～１５：００ 在局
NPO法人 スペシャルオリンピックス日本・岩手 事務局

水泳 水泳 水泳 陸上 バスケット ボウリング ゴルフ

大船渡市
Ｙ・Ｓｾﾝﾀｰ

盛岡市立
総合プール

ふれあい
ランド岩手

ふれあいラ
ンド岩手、他

大船渡市
福祉の里ｾﾝﾀｰ

盛岡
ｽﾀｰﾚｰﾝ

サンゴルフ
松園、他

第２、４
水曜日

土曜不定期
別途連絡

第２、４
日曜日

５月～１０月
日曜不定期

第２、４
日曜日

第１、３
日曜日

５月～１０月
別途連絡

18:00~20:00 16:00~18:00 13:00~15:00
14:00~16:00

10:00~12:00 13:00~15:00 10:00~12:00 10:00~12:00

◎２０１８年度ＳＯＮ・岩手 プログラム活動予定と募集について

＊プログラム参加希望または詳細内容を知りたい方は、事務局までご連絡ください。

＊スポーツコーチ・ボランティアとしてアスリートとスポーツを楽しんで頂ける方を随時募集しています。 スポーツの苦手な方
でもアスリートのお世話や必要な補助をしてくれる方大歓迎です。（問い合わせ：ＳＯＮ・岩手事務局）

佐藤 由美子、冨塚 ツヤ子、岡村 房子 、田中 大作、 辻 裕子、平野 ユキ子 、稲荷場 裕 、小野寺 耐子、 川村 陽子、熊谷 紀子、 熊谷 晴子、
佐藤栄子、 佐藤 薫、佐藤 優美子 、鈴木 礼子 、達下 雅一 、鏑 由喜子、 中田 廉平、 長葭 千恵子、 野田 武則 、畠山 ひとみ、
藤原 喜子、 三浦 志津子 、村井 研一郎、 山本 京子、 吉野 千登勢 、吉村 正博、吉村 綱起、吉村 智恵、斉藤 淳子、米澤 利次

（以上、敬称略 ）

＊スペシャルオリンピックス日本・岩手をご支援頂いている皆様（２０１7年１月～２０１7年11月受付分）＊

北翔会、岩舘電気㈱、オーエム通商㈱、
㈱高光建設、 みちのくコカ・コーラボトリング㈱、吉田 等明

いわて生活協同組合 、岩手トヨペット㈱、
㈱トヨタレンタリース岩手、富士ゼロックス岩手㈱

㈲渥美工務店、㈱泉商店 、㈱岩手朝日テレビ、NTT東日本岩手支店、㈱キムラ、
東北電力㈱岩手支店 、盛岡ガス㈱、 ㈱モリレイ、吉村 智恵・彰悟、菱和建設㈱

大伸工業㈱ 、 島田 邦守 、 ㈱岩手日報社 、小林 一、 国際ソロプチミスト盛岡、 三寿司、
隅田清 、㈱ソニックジャパン盛岡支店、㈱たぐちメディカル、東北住建㈱、

東北電力労働組合岩手県本部 、㈱中原商店、 盛岡ターミナルビル㈱、盛岡ライオンズクラブ、

2018年第７回スペシャルオリンピックス日本
夏季ナショナルゲーム・愛知

開催日程：９月２２日（土） 開会式
９月２３日（日） 競技(予選：ﾃﾞｨﾋﾞｼﾞｮﾆﾝｸﾞ)
９月２４日（月・祝）競技(決勝)/表彰/閉会式

開 催 地 ：愛知県内各所 (名古屋市、豊田市、刈谷市を予定）
参加者数：約16,400名
実施競技：（予定）13競技

水泳競技、陸上競技、バドミントン、バスケットボール、
ボウリング、馬術、サッカー、ゴルフ、体操競技、卓球、
テニス、バレーボール、フラングデゖスク

＊SON・岩手も選手団の派遣を予定しています。
応援をよろしくお願い致します。

※SOメイトとは、SON(スペシャルオリンピックス日本）本部で定められた基準で、法人・企業等賛助金の名称です。SOメイトでは、１口１０万円が基本と
なります。SOメイトとして協賛していただく場合は、この金額設定をお守り下さい。地区組織のSOメイトは、スペシャルオリンピックス日本ニュースレター
Ｒａｉｎｂｏｗ、総会資料、また、ホームページ等でも法人・企業・個人の御芳名を掲載させていただきます。

＊期間内に入会された方でも事務処理上の理由で、お名前の掲載が遅れることがありますことをご了承ください

（※SOメイト→）

スペシャルオリンピックス(so)は非営利活動で、運営は「ボランティアと善意の寄付」によっておこなわれています


